

















　The discussion regarding the intermodal freight transport has been evolved since 1997. 
Efficient and sustainable logistics is ever more important for the high level service that the 
market demands. Transport is an important aspect of the logistics.
　This paper aims to clarify the problems and future development of intermodal freight 
transport in the European Union.
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6 Steer Davies Gleave（2009b）, p. 6. ただし、マルコ・ポーロプログラムⅠに対する評価である。
（2）
大阪産業大学経営論集　第 14 巻　第 2 号
142
はじめに



























































7 CEC（1997）, p.3. ちなみに、貨物のタイプに依存するが、ロジスティクスコストは、最終市場価格の
約1/ ３といわれている。また、グローバルロジスティクス支出は世界の GDP の13.8％を占めること


































11 CEC（2001）, pp. 105-110. 邦訳（2004）, pp. 118-122.
12 コ・モダリティはつぎのように定義される。Co-modality means the efficient use of different modes 
on their own and in combination will result in an optimal and sustainable utilization of resources. 同
義の用語の定義については、UNITED NATIONS（2001）, pp. 16-18.
（4）





























11 CEC（2001）, pp. 105-110. 邦訳（2004）, pp. 118-122.
12 コ・モダリティはつぎのように定義される。Co-modality means the efficient use of different modes 
on their own and in combination will result in an optimal and sustainable utilization of resources. 同

































16 SEC（2006）, pp. 4-5. 115の回答のうち、36がオンライン、79が e メールによるものであった。36の内
訳は市民15、組織21である。79の内訳はサービスプロバイダー37、運送サービスの利用者6、政府・
国際組織19、その他17である。
17 SEC（2006）, pp. 20-34. なお、時間フレームは5年と仮定されるため、長期効果は考慮されない。
（5）














































































































































































































































19 SEC（2007）, p. 9.
20 PricewaterhouseCoopers / IWW（2007）, p. 3.
（9）




























21 Ibid., p. 5. 内訳は、事業者47％、公共当局34％、利用者9％、その他10％である。さらに、事業者の内訳は、
ロジスティクス事業者40％、インフラ管理者23％、鉄道会社14％、道路運送業者14％、ターミナル事
業者9％、内陸水路事業者2％である。
22 Ibid., p. 5. 最も重要なボトルネックは、物理的インフラの不適正が49.8％、政策／規制が24.5％、行政
手続が15.5％である。
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1 2.32 1.85 1.25 1.56 1.86
2 2.19 1.9 1.35 1.57 1.98
11 2.19 1.96 1.63 1.99 2.1
6 2.13 1.94 1.54 1.79 1.87
12 2.09 1.83 1.54 1.88 1.92
┋ ┋ ┋ ┋ ┋ ┋
20 0.74 0.47 0.03 0.12 0.73
29 0.68 0.46 0.16 0.18 0.87
19 0.52 0.53 −0.03 0.15 0.47
出所：PricewaterhouseCoopers（2007）, pp. 31-40.
（11）

































26 CEC（2007）, pp. 3-12.
（12）




































































































27 CEC（2011）, pp. 9-10.
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